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ホット ・フォト：ユース

圓
固
固
目
回
口
因

　
保
育
所
で
は
、
「
母
の
日
」
「
父
の

日
」
に
ち
な
み
５
月
２
０
日
「
お
か
あ

さ
ん
と
一
緒
の
会
」
６
月
１
４
日
「
お

と
う
さ
ん
と
一
緒
の
会
」
を
行
い
ま

し
た
。

　
お
か
あ
さ
ん
・
お
と
う
さ
ん
の
似

顔
絵
プ
レ
ゼ
ン
ト
・
親
子
一
緒
の
食

事
会
な
ど
で
親
子
の
か
か
わ
り
を
よ

り
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
５
月
９
日
、
１
日
所
長
－
日
保
母

を
行
い
ま
し
た
。

　
保
護
者
会
の
役
員
の
方
々
が
保
母

に
代
っ
て
、
園
児
の
朝
の
受
け
入
れ

か
ら
朝
の
呼
び
か
け
、
戸
外
活
動
、

片
付
け
、
食
事
、
ト
イ
レ
の
世
話
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
大
勢
の
お
か
あ
さ
ん
先
生
の
来
所

に
子
供
た
ち
は
、
大
喜
び
で
し
た
。

虫歯予防教室

　
６
月
９
日
、
虫
歯
予
防
教
室
を
行

い
ま
し
た
。

　
園
児
達
は
、
歯
科
検
診
・
虫
歯
予

防
教
室
を
行
い
、
愛
育
会
の
皆
さ
ん

よ
り
虫
歯
の
無
い
子
供
た
ち
に
、
ご
ほ

う
び
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

ｏ
２
。

偏
し

おかあさんと一緒

１日保母１日所長

室教防予歯虫

おとうさんと一緒



保

警
碧
嚢
蔵
会
婁
竃
；

あ
な
た
も
、
４
０
歳
を
過
ぎ
た
ら
毎

年
検
診
を
う
け
て
、
健
康
で
あ
る
こ

と
の
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。
脳
卒

中
・
心
臓
病
・
が
ん
・
糖
尿
病
・
肝

臓
病
・
胃
漬
瘍
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る

生
活
習
慣
病
は
、
食
生
活
や
喫
煙
、

飲
酒
な
ど
の
生
活
習
憤
が
大
き
く
か

か
わ
っ
て
い
ま
す
。

検
診
を
受
け
て
早
期
発
見
・
早
期

治
療
し
て
生
活
習
憤
病
を
予
防
し
ま

し
ょ
う
。
　
申
し
込
み
は
、
過
日
地

区
の
愛
育
会
の
班
員
さ
ん
を
通
じ
て

行
い
ま
し
た
が
、
申
し
込
み
が
済
ん

で
い
な
い
方
は
、
い
き
い
き
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ｉ
（
守
２
５
－
４
０
０
０
一

に
違
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
問
診
表
・
検
体
容
器
等
郵

送
し
ま
す
の
で
、
問
診
表
に
記
入
の

う
え
、
当
日
受
診
し
て
下
さ
い
。

迫
加
申
し
込
み
締
め
切
り

　
　
　
　
７
月
１
８
日

４
０
歳
以
下
の
方
も
検
診
を
受
け
ら
れ

ま
す
。

検
診
日
時
　
７
月
３
０
日
（
水
）

　
　
　
　
　
３
１
日
（
木
）

受
付
　
午
前
８
時
３
０
分
－

　
　
　
午
前
９
時
４
５
分

場
所
　
西
桂
町
い
き
い
き
健
康
福
祉

　
　
セ
ン
タ
ー

検
診
料
　
下
記
の
と
お
り
当
日
持
参

　
　
下
さ
い
。

※
７
０
歳
以
上
の
方
は
無
料
で
す
。

検査項目 検診費用 個人負担

循環器検診 １Ｏ ，１２６円 １， ００Ｃ円

大腸がん検診 １， ２５６円 無料

喀疲検診 ２， ７１５円 ５００円

胃がん検診 ３， ９１９円 ５００円

全部受けた場合 １８ ，Ｏ１６円 ２， ＯＯＯ円

検
．
診
内
寄
．

循
環
器
検
診

身
体
測
定
・
尿
検
査
－
心
電
図
・

血
圧
・
眼
底
検
査
・
血
液
検
査
・

　
血
糖
検
査
・
肝
臓
機
能
検
査
・

腎
機
能
検
査

喀
疲
検
査
（
疲
が
で
な
い
と
検
査
で

き
ま
せ
ん
）

大
腸
が
ん
検
査

胃
が
ん
検
診

期目 行　　　事 場　　　所 時　　　　聞 対　象　者

２｛水） マタニティクラス いき悦甑福祉センター 午前１０時～１２時

３（木〕 健　康　相　談 いきい罐腕祉センター 午前９時～１２時

７｛月〕 カラオケ優康教室 いきい罐腕祉センター 午後７時３０分～９時

９（水〕 マタニティクラス いきいき倶聴祉センター 午前１０時～１２時

１０（木〕 母　子　相　談 いきいき働繭祉センター 午前９時～１２時

１０（木〕 欄　能　目１１練 い乱１き藺福祉センター 午後１時３０分～

１４（月） 乳　児　健　診 いぎいき顧福祉センター 午後１時３０分～ 平成８年９月 ・１２月 ・９年３月生

１６（水） マタニティクラス いきいき働瀧祉センター 午前１０時～１２時

１６（火） 三種混合予防接種 いきいき健康福祉センター 受伺弔隻１時～１時１５分 生後３ケ月～９０ケ月

１７（木） 健　康　相　談 い乱、誰繭祉センター 午前９時～１２時

１８（金） １歳６ケ月児健診 い乱、き働閑祉センター 午後１鯛Ｏ分～ 平固フ年１１月 ・１２月 ・８年１月生

２４‘木〕 母　子　相　談 い乱、き鰯洞祉センター 午前９時～１２時

２４（木〕 欄　能　訓　練 い乱、き甑福祉センター 午後哺３０分～

２９〔火〕 歩　こ　う　会 山中湖方面 午薗９時出祭一ｕ乱、剴欄祉センター〕

３０（水） 値　簑　相　談 い乱、ぎ甑福祉セ：’ター 午前９時～１２時

３０｛水） 生活召ｏ病検診 い凱、ぎ甑福祉セ：’ター 午前８時３０分～１０時

３１（木〕 生活習■病検診 い乱、ぎ饒福祉センター 午前８時３０分～１０時

　健廣相談のお知らせ

毎月第１ ・第３木曜日午前中いきし、き健康福祉センターで健康相談を行ってし、ます
。

　こ自分の健康 ・家族の健康１こつし、ての相談を実施しています。血圧測定 ・尿検査も行います 。

また、チュープ体操で腰痛 ・肩凝り ・膝関節痛予防体操も行し、ます気軽にお出掛けくださし、



レジャー　　６

　　　　　　　　　　　　 」、

は前・＝もう　眉硅黎 １

海、 山、 海外旅行のトラブル対策
海へ、山へ海外の旅へ一夏の連続休暇には、そんな過こし方を計画中の方も多いでしょう 。しｒつもの場

所を離れて過こ＝す休日は、気分のリフレッシュに最適です。でも、浮き足だった気持ちのときは、思わぬト

ラプル１こ巻き込まれやすいときでもあります。楽ししｒ休暇を満喫するためには、旅行先などでのトラプル対

策をしておき、気を緩めすぎなし、ようにすることが大事です。お出かけの前には、必ず安全対策の確認払

　お外旅行

　日本から海外に旅行する人は年々

増加していますが、それとともに旅行

先でのトラブルも増えています。ト

ラブルの内容は多種多様です。気軽

に行けるようになったとはいえ、国

内旅行と同じ感覚で旅をするのは危険です。海外では

文化や習慣、治安なども日本とは異なります。どの国

も日本と同じくらい治安がよいとは限りませんし、文

化や習慣の違いがトラブルの原因となることもあるの

です。渡航先の国の文化、習憤、治安状況なども含め

て、 十分な情報収集をしておくこと海外旅行の第一歩

です
。

●行靱収讐ほココず１●

外務省領事移住部邦人保護係「海外安全相談センター」

　　海外安全情報資料の自由閲覧、検索機による情報

　入手、センター制作のリーフレットやビデオの入手

　などができる。電話や手紙などによる相談も受け付

　けている
。

　〈平日１０：ＯＯ～ユ７：３０〉

　ｏ０３－３５８１－３７４９または０３－３５８０－３３１１１（内線２９０３〕

　〒１００東京都千代田区霞が関２ －２ －１

海外安全テレフォンサービス　主要３０か国 ・地域の

　安全情報を、２４時間いつでも電話で提供
。

　一０３－３５９２＿３９４０

国別 ・海外安全惰報Ｆ 　Ａ　Ｘサービス　世界１４０以上

　の国 ・地域の治安状況や安全のための留意事項など

　の最新情報をファクシミリで提供
。

　一０３－３５９２－３９４０く朝６１００～深夜２：ＯＯ〉

Ｍ　Ｏ　Ｆ　Ａ～外務省情報Ｆ　Ａ　Ｘサービス～　世界各国の

　概要や国際情勢などの情報を、２４時間いつでもフ

　ァクシミリで提供。プッシュホン回線の電話でのみ

　利用可。最初に総合メニュー（Ｂ　Ｏ　Ｘ番号７８０－ｏｏ）

　で国番号の確認を
。

　札幌 １０１ｒ－ ２１０ －６０００　　仙台 １０２２ －２６８ －６０００

　東京 １０３ －３９４０ －６０００　名古屋 １０５２ －４５３ －６０００

　大阪 １０６ －４５５ －６０００　　広島 １０８２ －２２３ －６０００

　福岡１０９２ －４８２ －６０００

外務省インターネ ットホームページ

　アドレス　ｈｔｔｐ：〃ｗｗｗ．ｍｏｆａ．ｇｏ ．ｊｐ／

　海水浴に水上オートバイ
、

モーター ボート…… 。海辺の

レジャーは夏ならではのお楽し

みですが、毎年夏期の水難事故

が多いのも事実。悪天候のとき

は沖に出ないようにするほか、次のようなことに注意

してください
。

●泳ぐ前には準備運動をしっかりと：準備運動は遊泳

中の事故を防ぐために不可欠です。また、体調が悪い

ときやお酒を飲んでいるときは事故につながりやすい

のでやめましょう
。

●遊泳禁止区域では泳がない：河口付近などは急な深

みがあり危険なため、遊泳禁止区域になっ ています 。

遊泳禁止区域では絶対に泳がないでください 。

●水上オートバイは安全運転を：スピードの出し過ぎ

や急なハンドル操作は危険です。また、海水浴場への

乗り入れはやめましよう
。

　　の登山

　夏の山を甘く見てはいけませ

ん。 夏山での遭難事故

は毎年発生しており 、昨年の発

生件数は約３００件。安全な登

山のために次のことを守 ってく

ださい
。

●登山計画■はあなたの生命を守るザイル：登山計画

書を必ず作成し、登ろうとする山岳を管轄する警察署

をはじめ、学校や職場、所属の山岳団体等にも早めに

提出しておきましょう
。

●単独登山は避ける：単独登山では、何か事故があっ

たときに助けを求める手段がありません 。

●経験や技術、体カに合った登山を：夏山遭難の約５

割が経験や技術、体力不足が原因の転落や滑落事故です
。

●気象判断は確実に ．山の天気は変わりやすく 、悪天

侯により気温がかなり低くなります。天気予報に十分

注意し、快晴でも必ず雨具の携帯を
。

●体調を整えて入山を１入山前にトレーニングを十分

に行い、体調を整えましょう 。無理なコンディション

での登山は事故のもとです
。



地

地震発生から５分以内に
大澤靱良が押し寄せることがあります

芦＝馳舳すぐ仁麟を

地震が起こると 、津波が発生することがありま
から澤波が海岸に来襲するまでの時間は、早け
。海の近＜で地震を感じたり 、淳波に関する警
ら、 安全な場所に急いで避難してください

。

鰯
底
。
ば
を

海
す
れ
報

▼大津波に襲われた奥尻島青苗地区

［
回
本
ぼ
津
波
多
発
国

　
日
本
は
有
数
の
地
震
国
で
あ
る
と

同
時
に
、
津
波
の
多
い
国
と
し
て
も

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
「
冨
冒
…
目
仁
は
、

い
ま
や
外
国
で
も
通
用
す
る
国
際
語

で
す
。
と
は
い
え
、
被
害
の
大
き
な

津
波
災
害
は
十
年
に
一
回
程
度
。
津

波
は
地
震
や
火
事
な
ど
に
比
べ
て
そ

の
怖
さ
を
実
感
し
に
く
い
災
害
と
い

え
ま
す
。

　
し
か
し
、
ひ
と
た
び
大
津
波
が
起

き
る
と
、
多
く
の
人
命
や
財
産
が
一

瞬
の
間
に
失
わ
れ
ま
す
。
記
憶
に
新

し
い
と
こ
ろ
で
は
、
一
九
九
三
年
の

夏
に
北
海
道
の
奥
尻
島
を
襲
っ
た
津

波
災
害
が
あ
り
ま
す
。
北
海
道
南
西

沖
で
発
生
し
た
地
震
は
、
地
域
に
よ

っ
て
は
三
十
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
津

波
を
引
き
起
こ
し
、
死
者
・
行
方
不

明
者
二
百
二
十
九
人
、
住
家
全
壊
六

百
一
棟
の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

ホ＼魅津測二対する心得
（醐警鞭係省庁連絡会謹作成〕

ｏ
♂　０強い地震（震度４程度以上〕を感じたとき、または弱い地匹であ

　　　 っても長い時間ゆっくりとした揺れを感じたときは、直ちに海浜

　　　から離れ、急いで安全な場所に避難

　　＠地震を感じな＜ても、津波警報が発表されたときは、直ちに海浜

　　　から離れ、急いで安全な場所に避難

　　◎正しい情報をラジオ、テレビ、広報車などを通じて入手

　　＠建波注意報でも、海水浴や磯釣りは危険なので行わない

　　◎津波は繰り返し襲ってくるので、警報、注意報解除まで気をゆる

　　　めない

「メ魁醐被害を引き起こした主棚

ｆ
Ｏ　　　●チリ地８

●十勝沖地，

●日本海中部地■

●北海道南西沖地，

０１９６０年５月２３日（日本への津波到達は２４目）　チリ沖

　Ｍ８．５　＠北海道南岸 ・三陸沿岸 ・志摩半島など全国各地

＠５～６ｍ　＠１４２人

０１９６８年５月１６目　　育森県東方沖　ゆＭ７．９　＠青森県を

中心に北海道南部 ・東北地方　＠３～５ｍ　＠５２人

０１９８３年５月２６日　＠秋目目県沖　＠Ｍ７．７　＠秋田県を中心

に青森県 ・北海道など　◎１４ｍ　＠１０４人

０１９９３年ワ月１２目　　北海道南西沖　＠Ｍ７，８　＠奥尻島を

はじめ北海道西岸　＠３０ｍ　＠２２９人

生
死
を
分
け
る
数
分
周

　
こ
の
津
波
で
着
目
さ
れ
た
の
は
、

地
震
か
ら
津
波
来
襲
ま
で
の
時
間
の

短
さ
で
す
。
津
波
は
、
地
震
発
生
後

わ
ず
か
五
分
後
に
震
源
に
近
い
奥
尻

島
を
襲
っ
て
い
ま
す
。
震
源
か
ら
の

距
離
が
も
っ
と
短
け
れ
ば
、
五
分
以

内
に
津
波
が
押
し
寄
せ
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
た
め
、
地
震
発
生
後
の
数

分
間
で
、
す
ば
や
く
安
全
な
場
所
に

避
難
で
き
る
か
ど
う
か
で
生
死
を
分

け
る
こ
と
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　
海
水
浴
な
ど
に
出
か
け
る
時
は
、

あ
ら
か
じ
め
避
難
路
や
避
難
場
所
の

確
認
を
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
周
囲
に
避
難
で
き
る
高
台
が
な

け
れ
ば
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ビ

ル
の
上
階
に
逃
げ
込
む
こ
と
も
有
効

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
津
波
が
一
段
と
大
き
く
な
る
Ｖ
字

型
や
Ｕ
字
型
の
湾
の
奥
で
は
特
に
注

０発生年月日　＠１源　ゆマグニチュード　＠主な被害地域　（…〕津波の最夫

高さ　＠死亡 ・行方不明者（家屋倒堀など津波以外の理由によるものも含む〕

意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
津
波
は

河
口
か
ら
逆
流
し
て
川
岸
に
も
押
し

寄
せ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
川
だ
か

ら
と
油
断
す
る
こ
と
も
禁
物
で
す
。

一
一
一
分
で
「
簿
波
讐
藪
」
を
莞
衰

　
地
震
を
感
じ
な
く
て
も
、
「
津
波

警
報
」
が
出
さ
れ
た
ら
速
や
か
に
避

難
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
九

六
〇
年
の
チ
リ
地
震
津
波
の
よ
う

に
，
南
米
チ
リ
沖
で
発
生
し
た
津
波

が
太
平
洋
を
渡
っ
て
日
本
に
来
襲
す

る
と
い
う
例
も
あ
る
か
ら
で
す
。

　
気
象
庁
は
、
日
本
近
海
で
発
生
し

た
地
震
で
あ
れ
ば
、
発
生
か
ら
三
分

程
度
で
「
津
波
予
報
」
を
発
表
で
き

る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
海
に
出

か
け
る
と
き
は
、
津
波
情
報
を
す
ぐ

に
収
集
で
き
る
よ
う
に
、
携
帯
用
の

ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
を
準
備
し
て
お
き

ま
し
よ
う
。



社会体膏 ・教膏

．
．
’
．

　
西
桂
町
教
育
委
員
会
主
催
の
ハ
イ

キ
ン
グ
教
室
が
、
平
成
９
年
５
月
ｕ

日
（
日
）
晴
天
の
下
、
忍
野
村
「
石

割
山
方
面
」
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
数
年
歩
く
こ
と
へ
の
関
心
が

高
ま
る
中
、
新
緑
深
い
５
月
と
も
あ

り
、
町
民
の
募
集
も
４
５
人
と
人
気
の

程
が
伺
わ
れ
ま
す
。
小
さ
な
子
供
か

ら
大
人
ま
で
、
石
割
山
の
風
光
明
媚

な
山
頂
に
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
目
的
は
、
日
常
歩
く
こ
と

か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
る
町
民
に
、
ま

ず
歩
く
こ
と
の
楽
し
み
を
知
り
、
自

然
と
触
れ
合
い
、
生
き
物
へ
の
関
心

な
ど
を
深
め
、
歩
く
こ
と
を
日
常
生

活
の
基
本
と
し
て
考
え
て
戴
く
こ
と

を
目
的
に
実
施
し
ま
し
た
。
今
年
は
、

第
二
・
第
三
の
ハ
イ
キ
ン
グ
教
室
を

開
催
す
る
予
定
で
お
り
ま
す
。
次
回

の
開
催
を
お
楽
し
み
に
！

■■■

一
　
西
桂
町
体
育
協
会
（
会
長
郷
田

■

一
和
美
〕
主
催
の
第
２
６
回
町
民
球
技
大

一
会
が
、
平
成
９
年
６
月
ユ
日
（
日
〕

■

一
天
気
に
も
恵
ま
れ
２
年
ぶ
り
に
開
催

一
さ
れ
、
捌
名
か
ら
の
選
手
役
員
が
参

■

・
加
し
ま
し
た
。

■

一
　
町
民
グ
ラ
ン
ド
で
は
ソ
フ
ト
ボ
ー

一
ル
（
男
子
〕
、
中
学
校
体
育
館
で
は

■

一
ソ
フ
ト
バ
レ
ｉ
ボ
ー
ル
（
女
子
）
が

一
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。

■　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
が
、
本

■

一
大
会
を
契
機
に
健
康
の
た
め
、
日
頃

一
よ
り
運
動
す
る
こ
と
に
心
掛
け
ま
し

一
よ
う
。

－－

一
．
ソ
７
臭
ル
器
・
一
号
ム
一

一
優
　
勝
－
倉
見
Ｂ
チ
ー
ム
ー

－

一
準
優
勝
－
上
町
チ
ー
ム
ー

ｌｌ－
一
ソ
７
■
小
バ
レ
□
ボ
ー
ル
ゆ
都
一
．

■　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
１
６
チ
ー
ム
一

－

一
Ａ
パ
ー
ト

一
優
勝
－
下
暮
地
Ｂ

－

一
準
優
勝
－
上
町
す
み
れ

－－

・
Ｂ
パ
ー
ト

ー

一
優
勝
－
上
町
さ
く
ら

一
準
優
勝
－
倉
見
　
Ｂ

■－

Ｃ
パ
ー
ト

優
　
勝
－
本
町
ア
イ
ア
イ

準
優
勝
－
下
暮
地
　
Ｃ

Ｄ
パ
ー
ト
　
ー

優
　
勝
－
下
暮
地
　
Ａ

準
優
勝
－
本
町
ワ
イ
ワ
イ

　
「
健
康
」
を
テ
ー
マ
に
そ
れ
ぞ
れ

隼
１
０
回
の
学
習
活
動
を
行
う
寿
学
級

一
６
５
歳
以
上
の
町
民
）
と
女
性
学
級

（
町
民
女
性
〕
の
合
同
開
級
式
が
、

６
月
６
日
に
西
桂
町
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
に

て
ｍ
名
の
学
級
生
の
参
加
の
も
と
盛

大
に
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
開
級
式
終
了
後
、
寿
マ
ス
タ
ー

「
土
屋
正
秋
」
先
生
等
を
講
師
に
迎

え
、
講
演
と
浪
曲
の
集
い
が
催
さ
れ

ま
し
た
。

「
．
－
．

■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　１　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　１　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　一　　　　　　　　■　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　１　　　　－　　　　１　　　…　　■　一
」

■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

．
．
第
十
貝
．
．

　
■
呵
民
ゴ
ル
フ
大
会
■
一

　
西
桂
町
ゴ
ル
フ
連
盟
＾
会
長

山
崎
誠
）
主
催
の
町
民
ゴ
ル
フ
大

会
が
第
１
０
回
目
を
迎
え
、
平
成
９
年

６
月
４
日
（
水
）
都
留
市
宝
の
「
中

央
都
留
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
」
で
８
２

名
の
参
加
の
も
と
、
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

シ
ン
ペ
リ
の
部

　
優
　
勝

　
準
優
勝

　
第
３
位

グ
ロ
ス
の
部

　
優
　
勝

　
準
優
勝

　
第
３
位

武草山

藤野崎

英富泰

之男洋

郷三小

田枝山

精清明

徳二一

　
都
留
文
科
大
学
児
童
研
究
部

　
　
　
夏
の
巡
回
公
演
ｉ
ｎ
西
桂

　
７
月
２
１
目
、
西
桂
小
学
校
の
体
育

館
に
、
大
学
の
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ

・
ん
が
、
影
絵
・
大
型
紙
芝
居
、
人
形

■

一
劇
、
そ
の
他
た
く
さ
ん
の
あ
そ
び
を

一
教
え
聞
か
せ
に
や
っ
て
き
ま
す
。

■■

対場　と
象所　き

７
月
２
１
日
（
月
）

午
前
９
時
ｉ
１
２
時

西
桂
町
小
学
校
体
育
館

保
育
園
児
・
小
学
生
と
父
兄



昌　　社会福祉協謝会

Ｔｈ＠〃Ｍｅ〃ｈＯＯｄ脆’佑ｒｅ肋ｎｄ

壁竈潟継圏壷 貸付の昌案内
この竈付金制度ぼ、次のような豪庭の方々に、生活の安定、向上１二役立てていただ＜ため、国と蠣が
竈金を出し合ｏて、社会福祉帽８会と民生蟹■の生活獺動、掲竈のもとに低い金利でお竈しするもの
です 。

Ｏ
◎
　

一定の所幻（生活保Ｉ１ｉ■４の１ ．５倍程虜）以下の家膣
６５０以上で、自篶さまざまな手勃け（介助）を必９とする方のいる家庭
９体口竈（児〕者のいる家膣

（１）竈付刹学は、隼３％で軌竈学竈金 ・竈竈竈金 ・孤竈中の生清竈金ほ矯利子です 。
（２）只内に往僅（住鳥登狽されている方）し、原則として現径のところ‘二６ヵ月以上住んでいなけ
　　れぱなりません 。
（３〕£竈倶旺人伽則として、同一雨町村内に眉住〕が必！となリます

．

１． 更生資金
〕業を始めたり 、拡張する

ための商品や材料の仕入口
、

殴情口、店舗等の改造補修
竈ｏ　ま’こ 、　就目饒するたｏｂ‘二

必冒な技能習何の，用
。

２６４万円以内

２． 身体障害看更生資金
身体ｏ害者 ・旧神ｏ竈者の生

業竈金 ・技能竈得の讐用に
、

４５０万円以内

５． 住宅資金
家屋のだ改築、宅地の補強

、

公営住宅を藺り受けるのに

必要な口用靱＝
．

　　　　２４０万円以内

３． 生活資金
生活中心者が技能割９中か療

竈熊問中｛無利手〕の■用に
。

　　　月１０万円以内

６． 修学竈金
高校 ・短大 ・大学またば高口 ・口

門学校に修学するための口用や支
度コ用。（無利子〕

月１３千円～４７干円

４． 福祉竈金
低所何世箒の冠婚葬祭，や出産
■、 転宅コ。（２８万円以内）

高６者 ・障竈者の棚能回む日１１練

器貝や日常生活の便宣を図るた

めの福祉欄器 。
　　　　（７３万円以内）

障ｏ児者世帯の自聰軍竈入コ用
に。　（２００万円以内〕

ワ． 療竃資金
ケガ豪たは病気の寝讐

に必冒な口用に 。

（無利子〕４２万円以内

　　　　　　　　　　　８ ．災害援竈貿金
　　　　　　　　　　　火災、凪水竈、地８など
　　　　　　｛　　　　の災害を受けたときのり

　　 ’’　　　 ’’＝干」　　旧のための，用に 。

　　　　　　　　　　　　　１５０万円以内

　　　　　※金竈ほ平成９年２月現宿…のもので寸

○お近＜の民生委■ ・児□蟹■又は而町村社会福祉棚■会へご椙殴のうえ、お申込み＜ださい ・
　必，な■；Ｉは次のとおりです

．

　●む入申込●●借入串込内害、金竈を証明サるもの●セの他、＾ ・而社会■祉楡Ｉ●会で指定サるもの
。

社会福祉法人 西桂町社会福祉協議会
　　〒４ロヨ南都留郡西桂町下暮地９２口番地

　　　　　　西桂町いきいき健康福祉センクー

　　　　　ＴＥＬ０５５５　（２５）４０００

社会福祉法人 山梨県社会福祉協議会
　〒４０口甲府市北新一丁目２－１２福祉プラザ

　　　　　ＴＥＬ０５５２　（５４）８６１　０



１０お知らせ

．
．
別
階
間
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
｛
ｎ

富
士
北
麓
公
薗
人
会

遺
営
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
簑

『
山
黎
百
名
山
』

穏
窟
般
置
グ
ル
□
プ
募
鐙
．

叫
．
駆
留
麗
功
協
鍵
歯
ン
タ
皿
か
参

能
力
開
発
講
座
及
び
訓

繍
生
募
集
の
お
知
ら
せ

ワ
ー
プ
ロ
講
座
（
初
級
〕
９
一
一
ア
対
象
〕

受定時日
講

料員間程

　
防
災
行
扱
撫
狽
月
戸
別
受
信
機

　
　
電
池
を
嵐
披
牝
て
い
ま
す
か
。

　
現
在
町
で
は
、
全
世
帯
に
戸
別
受

一
信
機
を
貸
与
し
て
い
ま
す
が
、
最
近

一
停
電
用
と
し
て
セ
ッ
ト
し
て
あ
る
電

一
池
の
液
漏
れ
等
に
よ
る
故
障
が
相
次

一
い
で
い
ま
す
。

　
戸
別
受
信
機
は
、
災
害
発
生
時
の

一
大
切
な
情
報
源
で
す
。
左
記
に
注
意

一
し
大
切
に
使
用
し
て
下
さ
い
。

一
☆
　
電
池
は
３
ケ
月
毎
に
点
検
し
ま

　
し
よ
う
。

一
☆
　
電
池
か
ら
液
漏
れ
ま
た
は
変
色

　
し
て
い
た
ら
交
換
し
て
下
さ
い
。

一
☆
　
Ａ
Ｃ
電
源
コ
ー
ド
を
抜
い
て
、

　
電
源
ラ
ン
プ
が
点
灯
し
な
い
か
、

　
ま
た
は
点
滅
し
て
い
る
と
き
は
、

　
電
池
を
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
戸
別
受
信
機
は

　
　
　
貸
与
さ
れ
て
い
ま
す
か

一
話
番
号
＠
全
員
の
氏
名
＠
全
員
の
住

一
所
＠
全
員
の
年
齢
＠
全
員
の
職
業

８
月
２
１
日
・
２
２
目
一
２
日
間
一
■

午
前
９
時
；
午
後
４
時

２
０
人
２
，
１
０
０
円

宅
地
建
物
取
引
主
任
者

日
　
程
　
８
月
２
５
・
２
６
・
２
８
・
２
９
日

　
　
　
　
９
月
ユ
．
２
．
４
．
５
．

　
　
　
　
８
一
９
一
－
一
２
一
６
一

　
　
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
１
　
　
　
　
１

　
　
　
　
１
８
・
１
９
日
の
（
１
５
日
聞
）

時
　
間
　
午
後
６
時
；
午
後
９
時

定
員
　
２
０
人

受
講
料
　
４
，
２
０
０
円

＊
　
各
講
座
の
申
込

　
申
込
は
、
開
講
日
の
７
日
前
ま
で

但
し
定
員
に
な
れ
ば
締
め
切
り
ま
す
。

　
都
留
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

　
ｏ
０
５
５
４
．
４
３
．
８
９
１
１

………　
防
災
無
線
機
戸
別
受
信
機
の
貸
与
一

一
を
受
け
て
い
な
い
、
あ
る
い
は
故
障
一

一
し
て
い
る
場
合
は
ご
連
絡
下
さ
い
。

…　
貸
与
は
、
一
般
世
帯
だ
け
で
な
く
一

…
一
会
社
も
含
ま
れ
ま
す
。

　
　
　
　
役
場
総
務
課
総
務
係

　
　
　
　
　
　
　
示
２
５
－
２
１
２
１
一

一
富
碁
帥
お
賞
粁

…

一
回
ラ
ン
ナ
ー
ズ
２
４
時
間
リ
レ
ー
マ
ラ

一
ソ
ン
ｉ
ｎ
富
士
北
麓
公
園
が
行
わ
れ

一
ま
す
。
ー
チ
ー
ム
６
人
リ
レ
ー
方
式

…
一
で
２
４
時
聞
内
に
ー
チ
ー
ム
が
北
麓
公

一
園
内
コ
ー
ス
（
約
１
・
９
垣
を
何

一
周
走
れ
る
か
を
競
い
ま
す
。
つ
き
ま

一
し
て
は
大
会
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

一
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を

一
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
業
務
内
容
は

一
給
水
・
給
食
や
コ
ｉ
ス
誘
導
、
救
護

一
等
の
軽
作
業
で
す
。
業
務
時
問
に
つ

一
き
ま
し
て
も
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

一
ご
希
望
の
方
は
左
記
問
い
合
せ
先
ま

一
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

……
一
問
い
合
せ
先

　
ラ
ン
ナ
ー
ズ
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス

　
坂
　
秀
一

　
　
〇
Ｃ
４
６
３
－
６
１
－
７
２
０
９

　
Ｆ
Ａ
ｘ
０
４
６
３
－
６
１
－
７
２
１
０

一
「
打
鐵
Ｈ
鴛
貸
け
一

一
向
き
の
身
近
な
山
か
ら
、
３
０
０
０
一

一
行
級
の
本
格
的
な
登
山
者
向
き
の
山

一
ま
で
多
種
多
様
で
す
が
、
選
定
を
記
一

一
念
す
る
標
注
の
設
置
グ
ル
ー
プ
を
募
一

一
集
し
て
い
ま
す
。

一
　
あ
な
た
も
、
好
き
な
山
、
憧
れ
の
一

一
山
に
グ
ル
ー
プ
で
標
注
を
設
置
し
て
一

一
み
ま
せ
ん
か
。

一
　
な
お
、
設
置
グ
ル
ー
プ
に
は
記
念
一

一
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

…
一
◇
募
集
期
間

一
　
７
月
２
０
日
＾
火
）
必
着

一
◇
応
募
資
格

　
１
０
月
３
１
日
ま
で
に
「
山
梨
百
名
山
」
一

一
に
登
山
し
、
標
注
を
設
置
で
き
る
３
一

一
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
（
登
山
に
要
す
一

一
る
経
費
は
グ
ル
ー
プ
負
担
と
な
り
ま
一

一
◇
応
募
先

　
一
丁
伽
　
甲
府
市
丸
の
内
工
－
６
－
１

　
山
梨
県
観
光
連
盟

　
　
「
山
梨
百
名
山
標
注
設
置
グ
ル
ー

　
プ
」
公
募
係

一
◇
問
い
合
せ
先

　
観
光
課
　
山
梨
県
観
光
連
盟

　
ｏ
０
５
５
２
－
３
１
－
２
７
２
２

一
◇
応
募
要
領

　
官
製
は
が
き
に
次
の
事
項
を
明
記
一

一
の
う
え
郵
送
（
ー
つ
の
山
に
ー
グ
ル
一

一
ー
プ
ー
枚
一

一
〇
希
望
の
山
名
＠
グ
ル
ー
プ
名
・
代
一

一
表
者
名
・
グ
ル
ー
プ
歴
ゆ
連
絡
先
電
一

　　　　　　　　　ｏ
　　　　　　、
　　　　　　、
　　　　　　　 ＾　＾閉は正しく螢全匡
い冒しよう．　　　　　　■●
　　　　　　　ぐ　　　　　｛（

　　　　　’
　　　　　’’　　　　　　　　　　　・１．

〆　　　、‘ ・　　　　　　
‘１

　　　．’
“　　圭、
ほくは、宣全エレ吉やん

８月は温窩匿尖省主口の

電気使用安全月間です

鯉薮関東１気保安協会



お知らせ１
１

、
リ
ニ
ア
実
験
線

走
行
試
験
■

　
４
月
３
日
か
ら
山
梨
リ
ニ
ア
実
験
一

線
の
走
行
試
験
が
行
わ
れ
て
お
り
、
一

県
立
リ
ニ
ア
見
学
セ
ン
タ
ー
で
見
学
一

が
で
き
ま
す
。
本
隼
度
は
３
両
編
成
一

の
車
両
で
、
次
の
試
験
が
予
定
さ
れ
一

て
い
ま
す
。

▽
車
輪
走
行
試
験

　
時
速
２
０
０
ｈ
程
度
ま
で
の
車
輪
一

走
行
で
走
行
性
能
の
確
認
が
行
わ
れ
一

ま
す
。

　
★
開
館
時
間

　
　
　
午
前
９
時
－
午
後
５
時

　
★
休
館
日

　
　
　
月
曜
日
、
祝
休
目
の
翌
日

　
★
注
意
事
項

　
　
　
走
行
試
験
は
土
曜
日
、
日
曜

　
　
日
、
祝
休
目
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
。

　
　
　
走
行
試
験
は
不
定
期
と
な
っ

　
　
て
お
り
、
実
験
車
両
が
見
学
で

　
　
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

一
問
い
合
せ

　
　
県
立
リ
ニ
ア
見
学
セ
ン
タ
ー

　
　
ｏ
０
５
５
４
－
４
５
－
８
１
２
１

▽
浮
上
走
行
試
験

　
安
定
し
た
浮
上
走
行
が
可
能
な
浮
一

上
開
始
速
度
の
設
定
が
行
わ
れ
ま
す
。
一

夏
の
交
通
事
故

防
止
県
民
運
動

　
夏
は
行
楽
シ
ー
ズ
ン
と
、
児
童
、

一
生
徒
の
夏
休
み
が
重
な
る
た
め
、
交

一
通
事
故
の
多
発
や
、
暴
走
族
の
活
動

一
激
化
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
県
な
ど
で

一
は
、
県
民
－
人
ひ
と
り
に
交
通
安
全

一
の
知
識
を
広
め
、
交
通
事
故
防
止
の

一
徹
底
を
図
る
た
め
、
「
ゆ
と
り
と
マ

一
ナ
ｉ
　
今
日
も
さ
わ
や
か
　
甲
斐
の

一
路
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「
夏
の
交
通

一
事
故
防
止
県
民
運
動
」
を
実
施
し
ま

一
す
。

　
最
近
の
交
通
事
故
の
特
徴
と
し

一
て
、
高
齢
者
が
歩
行
中
被
害
に
遭
う

一
事
故
や
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
、

一
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
非
着
用
者
が
多
い

ハ合は しな違許 さと者た先 ☆☆☆重期しし動害 こ

口せ最労まい法可まれが派めの自 で事７
業月
。適は

シ若高点 いいを者悲と

ら　　所細　 な‘圭なた 　業遣とに働
１；ｌｌｌ１蔓青蓑葵姦

ｉ者齢事 夏交契に惨が
トの者項間を通機なな目
べ無と 過マにら交立

正
ｒ
推
労
進
働
月
者
間
派
Ｌ
遣

ル謀子 ７ごナ交な通 つ
ト運供 月し１通い事て
着転の ２０まをルた故い
用と交 日し身１めのま
の暴通 １よにルに加す
徹走事 ８うつを ’害 。

底族故 月。 け守こ者
追防 ２０ ’りの ・

放１ト
Ｅ
■ 楽ＴＦ運被

、
こ
と
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
回

　
悲
惨
な
交
通
事
故
の
加
害
者
・
被
一
　
　
　
　
二
ぐ
　
　
　
　
。
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
運
一
う
“
つ
｛
欝

動
を
契
機
に
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
正
一
ぷ
！
こ
な
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
楽
一
）
）
ン
肌
誓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
二
　
火
な
る

　
　
　
　
　
７
月
２
・
日
－
８
月
２
・
日
一
嚇
　
　
肺
壽

☆
高
齢
者
と
子
供
一
交
通
護
止
一
娩
鉦
帆
榊

☆
若
者
の
鉦
、
謀
運
転
と
暴
走
族
追
放
、
蟻
誰
絃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
火
ツ
燥
繭
が
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
花
ケ
乾
ず
の
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
バ
や
必
も
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
■
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
た
目
を
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
つ
い
き
す
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ
　
も
入
強
，
や
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
の
の
意
え
火

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
水
風
注
螺
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
●
●
●
●
●

▽
速
度
向
上
試
験

　
時
速
５
０
０
．
ｍ
程
度
ま
で
順
次
速

度
を
向
上
さ
せ
、
各
装
置
の
基
本
性

能
等
が
確
認
さ
れ
ま
す
。

▽
最
高
遠
度
確
認
試
験

　
時
速
５
５
０
ｈ
程
度
ま
で
の
速
度

向
上
に
よ
り
、
最
高
走
行
遼
度
の
確

認
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
★
所
在
地

　
　
都
留
市
小
形
山
２
３
８
１

　
自
分
の
雇
用
す
る
労
働
者
を
派
遣
一

先
の
指
揮
命
令
の
も
と
に
派
遣
先
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
労
働
一

　
　
　
　
　
　
　
派
遣
を
行
う
こ
一

と
が
で
き
る
の
は
２
６
の
業
務
に
限
定
一

　
　
　
こ
れ
を
行
う
た
め
に
は
、
一

許
可
、
届
け
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
な
わ
一

　
　
　
　
受
け
入
れ
な
い
よ
う
に
一

　
労
働
者
派
遣
法
の
詳
細
に
つ
い
て
一

は
最
寄
り
の
職
業
安
定
所
に
お
問
い
一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　■　　　　　　　■　　　　　　　■　　　　　　■　　　　■
．

夏は花火のシーズンです。夜空に映える打ち上　　“ｗｗ〕 １　　　 ’１ ｝“州 Ｕ一　　　、’
げ花火はとても魅カ的ですが、おもちゃ用の花火

もまた 、楽しいものです。おもちゃ用の花火は火

薬の量も少なく 、安全に遊べるようにつくられて

います。しかし 、取り扱い上の不注意から火災や

事故が毎年多く発生しています
。

　花火による火災や事故を防ぐために 、右のこと

を守るようにしましょう
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　、 ’‘三二二、篶
●子どもだけで花火をしない。　　　 。’い　　 、一一 、＝一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ‘　ｉ　　　’ ・

●水の入ったバケツを用意する 。　　　 。’　　
’

●風の強い目や乾燥した目などには花火をしない
。

●注意，きを必ず繭む
。

●螺えやすいものが近くにない、安全な場所で遊ぶ
。

●花火をほぐしたり 、東ねて火をつけることはしない
．

鱗〃ク５肋雌４〃／

　平成９年度の税制改正により 、印紙税がかかる契約書の一部について 、印紙税の軽減措置が講じられました
。

軽減措置の対象となるのは、不動産の譲渡に関する契約書および建設工事の請負契約に基づき作成される契約書

のうち 、平成９年４月１日から平成１１年３月３１日までの闇に作成され 、契約書の言己載契約金額が１ ，Ｏ　Ｏ　Ｏ万

円を超えるものです。軽減後の税率は契約金額によって変わります。文書の種類や税率について 、詳しくお知り

になりたい方は、お近くの税務署や税務相談室にお尋ねください
。



広報にしかつら　２仰号　　１２

人口世帯
　平成９年６月１目現在

男　２，４１７人（十１３）

女　２，５０８人（十４〕

合計４，９２５人（十「７）

世帯　１ ，３９３世帯（十１１）

　　。↓葦ｒ猟ユ叫斗以孕軸号＝｛
三邊 ’日ユ 己狛～事～留田ｆ ’９＝

司血曽三官目壬昔 。Ｏ魂丁田望“丁

砕〕他山章専以等 ’ユエ戟考彰言尋
叫睾唖理↓百専一舌 ■弓卑王一一

＝噸尋三筍叩卑葦中理ユ叫冒弘伊
～王一１｛＝１ユ琴…官壬碑く肥罰）

　　　　　 ’串曜壬上正茎等＝
£■…Ｅ回溜三冨 ’王二呂 ’鞘彰三

ｆ｛王回 ｛贈尋三宮く罰■静母顯）

角王

　曇
琢索

　桂

１

欝三

　田

　ｉ

　七

　＾
　九

　　●口
５にヒ先
分注ン自
三膏ほ

出

段　　ナ９ｏ
’　カ手
ヨ

分
以
内
で

高
段
者

手ま前
ねで名
ら〕人
い

。　武
コ　宮
ウ　　正

　　柑

　　　○
　畠艘ヒ
　分祖ン
三喜チ出

　獺な玉田
　’ い方
　５　。の九
　分　銀段
　で　　の
持二　　防北
胞段　御村
　。 　カ昌
金　　　は舅

有
段’

窄
目
指

し

て

團民ｏ〔保倹税（、期）

この予定表は、おもに町民の参加を募る行事
、

目曜目　月曜目 火曜目 氷曜目 木曜日

町民を対象とする事業につして掲藏しております
。

＠いけ花教室（胴週〕

＠パッチワーク教室

ゆ陶芸教室
ゆ■山敦室
＠碩竈教室 ・ろうけっ教室偏週）

’１７

金曜目　土曜日


